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【公開番号】特開2016-195906(P2016-195906A)
【公開日】平成28年11月24日(2016.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2016-065
【出願番号】特願2016-167868(P2016-167868)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月17日(2017.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者の操作によって遊技球を打ち込む打球発射装置と、
　該打球発射装置によって遊技球が打ち込まれる遊技領域、及び該遊技領域内に配置され
打ち込まれた遊技球を受入可能とされた受入口を少なくとも有する遊技盤と、
　少なくとも該遊技盤の前記受入口への遊技球の受入れに応じて所定数の遊技球を払出す
払出装置と、
　前記払出装置から払出された遊技球を流通させる連絡樋と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を貯留可能とすると共に底面が所定位置へ向って低くなる
ように傾斜する貯留部と、
　前記貯留部の奥側の壁を形成する奥板部と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を前記貯留部へ流入させる流入口と、
　前記貯留部に貯留されている遊技球を一列に整列させる傾斜部と、
　前記傾斜部に整列されている遊技球を前記打球発射装置へ供給する供給口と、を有する
遊技機であって、
　前記貯留部の前記傾斜部を前記奥板部の前方に形成し、
　前記傾斜部の上流側には、前記奥板部方向へ下り傾斜する傾斜面を有し、前記傾斜部は
、前記傾斜面の下流側に連続しており、
　前記傾斜部の正面視右方に下る傾斜角度より急な角度で前記奥板部方向へ下り傾斜する
急傾斜面を含み、正面視前後方向の幅が前記供給口へ向かうに従って狭くなる第２の傾斜
部を有し
　前記払出装置から払出された遊技球が流入することとなる前記連絡樋の入口部の幅に対
して、該入口部を通過して後方から前方に流下する遊技球が前記貯留部に供給されること
となる前記流入口の幅の方が広く形成されており、
　一方、前記流入口の相対的に右方の底辺とその直下の前記底面との間に、前記底面上に
前記奥板部の前面に当接する状態に列をなして並ぶ複数個の遊技球の上側であって該遊技
球同士の谷間に前記流入口からの遊技球が転がり状態で流下し得る高さ以上の段差を形成
し、
　さらに、前記流入口の相対的に左方の底辺とその直下の前記底面との間に、前記底面上
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に前記奥板部の前面に当接する状態に列をなして並ぶ複数個の遊技球の上側であって該遊
技球同士の谷間に前記流入口からの遊技球が転がり状態で流下し得ない高さの段差を形成
し、
　前記底面のうち前記段差の手前側の箇所における底面の奥行幅は、遊技球が２列以上並
びうる幅で形成される
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技者の操作によって遊技球を打ち込む打球発射装置と、
　該打球発射装置によって遊技球が打ち込まれる遊技領域、及び該遊技領域内に配置され
打ち込まれた遊技球を受入可能とされた受入口を少なくとも有する遊技盤と、
　該遊技盤の前記受入口への遊技球の受入れに応じて所定数の遊技球を賞球として払出す
とともに貸球要求信号に基いて所定数の遊技球を貸球として払出すことが可能な払出装置
と、
　前記払出装置から払出された遊技球を流通させる流通底面を有する連絡樋と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を貯留可能とすると共に底面が所定位置へ向って低くなる
ように傾斜する貯留部と、
　前記貯留部の奥側の壁を形成する奥板部と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を前記貯留部へ流入させる流入口と、
　前記貯留部に貯留されている遊技球を一列に整列させる傾斜部と、
　前記傾斜部に整列されている遊技球を前記打球発射装置へ供給する供給口と、を有する
遊技機であって、
　前記貯留部の前記傾斜部を前記奥板部の前方に形成し、
　前記傾斜部の上流側には、前記奥板部方向へ下り傾斜する傾斜面を有し、前記傾斜部は
、前記傾斜面の下流側に連続しており、
　前記傾斜部の正面視右方に下る傾斜角度より急な角度で前記奥板部方向へ下り傾斜する
急傾斜面を含み、正面視前後方向の幅が前記供給口へ向かうに従って狭くなる第２の傾斜
部を有し
　前記払出装置から払出された遊技球が流入することとなる前記連絡樋の入口部の幅に対
して、該入口部を通過して後方から前方に流下する遊技球が前記貯留部に供給されること
となる前記流入口の幅の方が広く形成されており、
　一方、前記流入口は前記賞球と前記貸球の両方を流入させる共通の流入口として構成さ
れており、前記流入口の底辺の少なくとも一部とその直下の前記底面との間に、前記底面
上に前記奥板部の前面に当接する状態に列をなして並ぶ複数個の遊技球の上側であって該
遊技球同士の谷間に前記流入口からの遊技球が転がり状態で流下し得る高さ以上の段差を
形成し、
　前記流入口の底辺に設けられ、前記流通底面と区分けされた棚部を形成し、
　前記底面のうち前記段差の手前側の箇所における底面の奥行幅は、遊技球が２列以上並
びうる幅で形成される
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　手段１：遊技機において、
　「遊技者の操作によって遊技球を打ち込む打球発射装置と、
　該打球発射装置によって遊技球が打ち込まれる遊技領域、及び該遊技領域内に配置され
打ち込まれた遊技球を受入可能とされた受入口を少なくとも有する遊技盤と、
　少なくとも該遊技盤の前記受入口への遊技球の受入れに応じて所定数の遊技球を払出す
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払出装置と、
　前記払出装置から払出された遊技球を流通させる連絡樋と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を貯留可能とすると共に底面が所定位置へ向って低くなる
ように傾斜する貯留部と、
　前記貯留部の奥側の壁を形成する奥板部と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を前記貯留部へ流入させる流入口と、
　前記貯留部に貯留されている遊技球を一列に整列させる傾斜部と、
　前記傾斜部に整列されている遊技球を前記打球発射装置へ供給する供給口と、を有する
遊技機であって、
　前記貯留部の前記傾斜部を前記奥板部の前方に形成し、
　前記傾斜部の上流側には、前記奥板部方向へ下り傾斜する傾斜面を有し、前記傾斜部は
、前記傾斜面の下流側に連続しており、
　前記傾斜部の正面視右方に下る傾斜角度より急な角度で前記奥板部方向へ下り傾斜する
急傾斜面を含み、正面視前後方向の幅が前記供給口へ向かうに従って狭くなる第２の傾斜
部を有し
　前記払出装置から払出された遊技球が流入することとなる前記連絡樋の入口部の幅に対
して、該入口部を通過して後方から前方に流下する遊技球が前記貯留部に供給されること
となる前記流入口の幅の方が広く形成されており、
　一方、前記流入口の相対的に右方の底辺とその直下の前記底面との間に、前記底面上に
前記奥板部の前面に当接する状態に列をなして並ぶ複数個の遊技球の上側であって該遊技
球同士の谷間に前記流入口からの遊技球が転がり状態で流下し得る高さ以上の段差を形成
し、
　さらに、前記流入口の相対的に左方の底辺とその直下の前記底面との間に、前記底面上
に前記奥板部の前面に当接する状態に列をなして並ぶ複数個の遊技球の上側であって該遊
技球同士の谷間に前記流入口からの遊技球が転がり状態で流下し得ない高さの段差を形成
し、
　前記底面のうち前記段差の手前側の箇所における底面の奥行幅は、遊技球が２列以上並
びうる幅で形成される」ものであることを特徴とする。
　手段２：遊技機において、
　「遊技者の操作によって遊技球を打ち込む打球発射装置と、
　該打球発射装置によって遊技球が打ち込まれる遊技領域、及び該遊技領域内に配置され
打ち込まれた遊技球を受入可能とされた受入口を少なくとも有する遊技盤と、
　該遊技盤の前記受入口への遊技球の受入れに応じて所定数の遊技球を賞球として払出す
とともに貸球要求信号に基いて所定数の遊技球を貸球として払出すことが可能な払出装置
と、
　前記払出装置から払出された遊技球を流通させる流通底面を有する連絡樋と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を貯留可能とすると共に底面が所定位置へ向って低くなる
ように傾斜する貯留部と、
　前記貯留部の奥側の壁を形成する奥板部と、
　前記連絡樋を流通した遊技球を前記貯留部へ流入させる流入口と、
　前記貯留部に貯留されている遊技球を一列に整列させる傾斜部と、
　前記傾斜部に整列されている遊技球を前記打球発射装置へ供給する供給口と、を有する
遊技機であって、
　前記貯留部の前記傾斜部を前記奥板部の前方に形成し、
　前記傾斜部の上流側には、前記奥板部方向へ下り傾斜する傾斜面を有し、前記傾斜部は
、前記傾斜面の下流側に連続しており、
　前記傾斜部の正面視右方に下る傾斜角度より急な角度で前記奥板部方向へ下り傾斜する
急傾斜面を含み、正面視前後方向の幅が前記供給口へ向かうに従って狭くなる第２の傾斜
部を有し
　前記払出装置から払出された遊技球が流入することとなる前記連絡樋の入口部の幅に対
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して、該入口部を通過して後方から前方に流下する遊技球が前記貯留部に供給されること
となる前記流入口の幅の方が広く形成されており、
　一方、前記流入口は前記賞球と前記貸球の両方を流入させる共通の流入口として構成さ
れており、前記流入口の底辺の少なくとも一部とその直下の前記底面との間に、前記底面
上に前記奥板部の前面に当接する状態に列をなして並ぶ複数個の遊技球の上側であって該
遊技球同士の谷間に前記流入口からの遊技球が転がり状態で流下し得る高さ以上の段差を
形成し、
　前記流入口の底辺に設けられ、前記流通底面と区分けされた棚部を形成し、
　前記底面のうち前記段差の手前側の箇所における底面の奥行幅は、遊技球が２列以上並
びうる幅で形成される」ものであることを特徴とする。
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